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右
の
質
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意
書
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る
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昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
四
日
現
在
で
、
国
税
の
滯
納
額
は
ど
の
位
に
な
つ
て
い
る
か
。
又
滯
納
の
原
因
は
何
に
よ
る 

か
。
今
ま
で
の
経
験
に
よ
り
、
こ
の
う
ち
の
ど
の
位
が
差
押
え
を
必
要
と
す
る
か
。 

又
差
押
え
と
い
う
も
の
が
納
税
者
に
與
え
る
影
響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た
か
。 

右
質
問
す
る
。 

国
税
の
滯
納
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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